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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の部屋の天井部付近に溜まる暖かい空気を外部へと排出するに際し、下階から上階
に向かって連続的な排気経路を有する排気設備を備えた建物において、
　前記排気設備は、下階の部屋の天井部に設けられ、上端部が上階の部屋の天井部に連通
する風洞部と、上階の部屋の天井部に設けられ、上端部が外部に連通する排気塔とからな
り、
　前記下階の部屋は、前記風洞部の下端部が設けられるとともに下階の部屋のうち、最も
天井高の高い第１部屋と、この第１部屋に隣接するとともに、第１部屋よりも天井高の低
い第２部屋とを備え、前記上階の部屋は、前記第２部屋の上部に位置し、かつ前記排気塔
の下端部が設けられる第３部屋を備えており、
　前記下階の各部屋で発生した暖かい空気は、前記第１部屋の天井部付近に集まって溜ま
るように設定されていることを特徴とする建物。
【請求項２】
　請求項１に記載の建物において、
　前記第３部屋の天井部を介して前記排気塔の下方に前記風洞部が設けられていることを
特徴とする建物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の建物において、
　前記第１部屋の天井部と前記風洞部の下端部との間に開口部が設けられ、前記第３部屋
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の天井部と前記排気塔の下端部との間に開口部が設けられていることを特徴とする建物。
【請求項４】
　請求項３に記載の建物において、
　前記第３部屋の天井部と前記排気塔の下端部との間に設けられた開口部には、この開口
部を開閉する開閉部材が設けられていることを特徴とする建物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の建物において、
　前記第１部屋の上部に位置するとともに前記第３部屋に隣接して第４部屋が設けられて
おり、この第４部屋の天井部は、前記第３部屋の天井部よりも若干低い位置に設けられて
いることを特徴とする建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の部屋の天井部付近に溜まる暖かい空気を外部へと排出するに際し、下
階から上階に向かって連続的な排気経路を有する排気設備を備えた建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、空調機器の発達に伴い、空調機器を利用して冷暖房を行うようになっている。そ
のため、住宅等の建物においては、空調効果を高めるために、屋内外の空気の出入りを遮
断し、室内の熱が屋外に漏れないようにし、建物の内部の空調におけるエネルギー損失を
少なくするために、室内の気密性および断熱性を高くした高気密・高断熱建物が利用され
ている。
【０００３】
　そして、このような高気密・高断熱建物は、屋内外の空気の出入りを遮断しているため
に換気を十分に行う必要があった。そこで、高気密・高断熱建物の換気を行うために、建
物内の部屋等、仕切られた複数の空間をまとめて換気するセントラル換気装置が利用され
ている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平１１－３４４２５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、このような換気装置を用いると換気装置の設置にコストがかかる上、多くの
エネルギーを消費するという問題があった。このため、特に、春や秋等の気候がよい季節
においては上記のような換気装置を用いずに、各部屋の窓やドアを開けて建物内に外気を
導入し、建物内部の空気と入れ換える等して自然換気を行うようにしている。
【０００５】
　しかしながら、各部屋の窓やドアを開けただけでは、暖かい空気は各部屋の天井付近に
溜まってしまい、効率よく換気を行うことが困難であったため、住宅等の建物において自
然換気を効率よく行うことが可能な技術の開発が望まれていた。
【０００６】
　本発明の課題は、自然換気を効率よく行うことが可能な建物を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、例えば、図１に示すように、複数の部屋の天井部付近に溜ま
る暖かい空気を外部へと排出するに際し、下階１０から上階３０に向かって連続的な排気
経路を有する排気設備１を備えた建物Ａにおいて、
　前記排気設備１は、下階１０の部屋の天井部１１ａに設けられ、上端部が上階３０の部
屋の天井部３１ａに連通する風洞部２と、上階３０の部屋の天井部３１ａに設けられ、上
端部が外部に連通する排気塔３とからなり、
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　前記下階１０の部屋は、前記風洞部２の下端部が設けられるとともに下階１０の部屋の
うち、最も天井高の高い第１部屋１１と、この第１部屋１１に隣接するとともに、第１部
屋１１よりも天井高の低い第２部屋１２とを備え、前記上階３０の部屋は、前記第２部屋
１２の上部に位置し、かつ前記排気塔３の下端部が設けられる第３部屋３１を備えており
、
　前記下階１０の各部屋（例えば第１部屋１１、第２部屋１２）で発生した暖かい空気は
、前記第１部屋１１の天井部１１ａ付近に集まって溜まるように設定されていることを特
徴とする。
【０００８】
　請求項１に記載の発明によれば、前記下階１０の部屋が、前記第１部屋１１と、この第
１部屋１１よりも天井高の低い第２部屋１２とを備えているので、前記第１部屋１１の暖
かい空気と、前記第２部屋１２の天井部１２ａ付近に溜まった暖かい空気とが、次第に天
井高の高い前記第１部屋１１に集まって溜まるようになる。
　そして、上端部が上階３０の前記第３部屋３１の天井部３１ａに連通する前記風洞部２
が、前記第１部屋１１の天井部１１ａに設けられていることによって、この風洞部２の下
端部から前記第１部屋１１の天井部１１ａ付近に溜まった暖かい空気を、前記風洞部２を
通じて第３部屋３１の天井部３１ａへと排気することが可能となる。
　さらに、前記第３部屋３１の暖かい空気と、前記下階１０から排気された暖かい空気と
が、次第に第３部屋３１の天井部３１ａ付近に溜まるようになる。
　そして、上端部が外部に連通する前記排気塔３が、前記第３部屋３１の天井部３１ａに
設けられていることによって、この排気塔３の下端部から前記第３部屋３１の天井部３１
ａ付近に溜まった暖かい空気を、前記排気塔３を通じて外部へと排気することが可能とな
る。したがって、自然換気を効率良く行うことができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、例えば、図１に示すように、請求項１に記載の建物Ａにおい
て、
　前記第３部屋３１の天井部３１ａを介して前記排気塔３の下方に前記風洞部２が設けら
れていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、前記第３部屋３１の天井部３１ａを介して前記排気塔
３の下方に前記風洞部２が設けられているので、前記風洞部２から排気塔３へ、延いては
外部へと連続的な排気経路を確保することが可能となる。すなわち、前記第１部屋１１の
天井部１１ａに溜まった暖かい空気が上方の第３部屋３１に向かって排気されやすくなる
とともに、第３部屋３１の天井部３１ａ付近に溜まった暖かい空気が外部へと排気されや
すくなるので、自然換気を効率良く行うことができる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、例えば、図１に示すように、請求項１または２に記載の建物
Ａにおいて、
　前記第１部屋１１の天井部１１ａと前記風洞部２の下端部との間に開口部２ａが設けら
れ、前記第３部屋３１の天井部３１ａと前記排気塔３の下端部との間に開口部３ａが設け
られていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項３に記載の発明によれば、前記第１部屋１１の天井部１１ａと前記風洞部２の下
端部との間に開口部２ａが設けられ、前記第３部屋３１の天井部３１ａと前記排気塔３の
下端部との間に開口部３ａが設けられているので、前記第１部屋１１の天井部１１ａ付近
に溜まった暖かい空気を前記風洞部２へと確実に排気することができるとともに、前記第
３部屋３１の天井部３１ａ付近に溜まった暖かい空気を前記排気塔３へと確実に排気する
ことができる。すなわち、前記風洞部２から排気塔３へ、延いては外部へと開放された排
気経路を確保することが可能となるので、自然換気を効率良く行うことができる。
【００１３】
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　請求項４に記載の発明は、例えば、図１に示すように、請求項３に記載の建物Ａにおい
て、
　前記第３部屋３１の天井部３１ａと前記排気塔３の下端部との間に設けられた開口部３
ａには、この開口部３ａを開閉する開閉部材３ｂが設けられていることを特徴とする。
【００１４】
　請求項４に記載の発明によれば、前記開口部３ａを開閉する開閉部材３ｂが設けられて
いるので、前記開口部３ａを開いた状態にすると、排気経路が開放されて自然換気を効率
良く行うことができ、前記開口部３ａを閉めた状態にすると、排気経路が閉塞されて建物
Ａ内の気密性を向上することが可能となる。
　すなわち、例えば夏場においては、前記開口部３ａを開いた状態にすることによって、
建物Ａ内の暖かい空気を効率良く排気することができるとともに、冬場においては、前記
開口部３ａを閉めた状態することによって、建物Ａ内の暖かい空気を逃がさないようにす
ることができるので、居住性の向上を図ることが可能となる。
　また、このように夏場において暖かい空気を効率良く排気することができるとともに、
冬場において建物Ａ内の暖かい空気を逃がさないようにすることができるので、従来とは
異なり、空調機器や換気装置等に係るコストを抑えることが可能となり、その上、多くの
エネルギー消費を抑制することが可能となる。
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、例えば、図１に示すように、請求項１～４のいずれか一項に
記載の建物Ａにおいて、
　前記第１部屋１１の上部に位置するとともに前記第３部屋３１に隣接して第４部屋３２
が設けられており、この第４部屋３２の天井部３２ａは、前記第３部屋３１の天井部３１
ａよりも若干低い位置に設けられていることを特徴とする。
【００１６】
　請求項５に記載の発明によれば、前記第４部屋３２の天井部３２ａが前記第３部屋３１
の天井部３１ａよりも若干低い位置に設けられているので、第４部屋３２の天井部３２ａ
付近に溜まった暖かい空気が、次第に第３部屋３１の天井部３１ａ付近に溜まるようにな
る。
　そして、上端部が外部に連通する前記排気塔３が、前記第３部屋３１の天井部３１ａに
設けられていることによって、この排気塔３の下端部から前記第３部屋３１の天井部３１
ａ付近に溜まった暖かい空気を、前記排気塔３を通じて外部へと排気することが可能とな
る。したがって、自然換気を効率良く行うことができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、風洞部から排気塔を経て、外部へと連続的な排気経路を確保すること
ができるので、天井高の高い第１部屋の天井部付近に溜まった下階の部屋の暖かい空気を
、前記風洞部を通じて上階の第３部屋へと排気することが可能となり、天井高の高い前記
第３部屋の天井部付近に溜まった下階の部屋の暖かい空気および上階の部屋の暖かい空気
を、前記排気塔を通じて外部へと排気することが可能となる。したがって、自然換気を効
率良く行うことができる。
　また、夏場において暖かい空気を効率良く排気することができるとともに、冬場におい
て建物内の暖かい空気を逃がさないようにすることができるので、従来とは異なり、空調
機器や換気装置等に係るコストを抑えることが可能となり、その上、多くのエネルギー消
費を抑制することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明に係る建物Ａの実施の形態について説明する。
　なお、本実施の形態の建物Ａは、壁や床、屋根といった建物の構成要素を予め工場にて
パネル化しておき、施工現場でこれらのパネルを組み立てて構築するパネル工法で構築さ
れるが、従来の軸組工法や壁式工法の木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造等の建物にも適
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用することができる。
【００１９】
　本実施の形態の建物Ａは、図１に示すように、複数の部屋の天井部付近に溜まる暖かい
空気を外部へと排出するに際し、下階１０から上階３０に向かって連続的な排気経路を有
する排気設備１を備えたものであり、
　前記排気設備１は、下階１０の部屋の天井部１１ａに設けられ、上端部が上階３０の部
屋の天井部３１ａに連通する風洞部２と、上階３０の部屋の天井部３１ａに設けられ、上
端部が外部に連通する排気塔３とからなり、
　前記下階１０の部屋は、前記風洞部２の下端部が設けられる第１部屋１１と、この第１
部屋１１に隣接するとともに、第１部屋１１よりも天井高の低い第２部屋１２とを備え、
前記上階３０の部屋は、前記第２部屋１２の上部に位置し、かつ前記排気塔３の下端部が
設けられる第３部屋３１を備えている。
【００２０】
　ここで、本実施の形態の建物Ａの間取りについて詳細に説明する。なお、本実施の形態
の建物Ａは、前記第１部屋１１および第２部屋１２を備えた１階１０と、前記第３部屋３
１を備えた２階３０と、これら１階１０および２階３０の中間に位置する中間階２０とか
らなる。
【００２１】
　まず、本実施の形態の建物Ａの１階１０は、図２に示すように、前記第１部屋１１およ
び第２部屋１２の他に、玄関ポーチ１３ａ、玄関土間１３ｂ、玄関ホール１３ｃ、シュー
ズクローゼット１３ｄ等の玄関部１３や、小室１４、また、洗面室１５ａ、１階用トイレ
１５ｂ、浴室１５ｃ等の水回り室１５や、サンルーム１６が設けられている。
【００２２】
　さらに、前記第１部屋１１に隣接して低天井室１７が設けられている。この低天井室１
７は、図３に示すように、１階１０の床１０ａ上に中間床２０ａが設けられており、この
中間床２０ａと１階１０の床１０ａとの間のスペースを指している。
【００２３】
　また、前記低天井室１７は、その天井高が０．９ｍ～１．４ｍに設定されており、様々
なものを収納するための収納空間となっている。
　このように前記低天井室１７の天井高を０．９ｍ～１．４ｍに設定することによって、
居住者が低天井室１７に入って、何とか作業ができる最低限の高さを確保でき、また、こ
のように天井高を必要最低限に押さえることで、建物Ａの高さが高くなることによって隣
接する建物に及ぼす日照現象等の影響を極力少なくすることができるようになっている。
　また、前記低天井室１７の出入り口１７ａが前記第１部屋１１に面して設けられており
、物品の収納がしやすくなっている。
【００２４】
　一方、前記第１部屋１１は、リビングとなっており、前記第２部屋１２は、ダイニング
およびキッチンを備えた構成となっている。すなわち、これら第１部屋１１および第２部
屋１２は、居住者が集う共用居住空間となっている。
【００２５】
　また、前記第１部屋１１は、図１に示すように、前記第２部屋１２よりも天井高が高く
、下階１０から中間階２０にわたる吹抜けを備えた部屋となっている。
　そして、前記第１部屋１１と第２部屋１２との天井高に高低差が生じているとともに、
前記第１部屋１１とその他の１階１０の部屋との天井高に高低差が生じているので、１階
１０の部屋の暖かい空気が、次第に天井高の高い前記第１部屋１１の天井部１１ａ付近に
集まって溜まるようになる。
　これによって、上端部が前記第３部屋３１の天井部３１ａに連通する風洞部２が、前記
第１部屋１１の天井部１１ａに設けられているので、この風洞部２の下端部から前記第１
部屋１１の天井部１１ａ付近に溜まった暖かい空気を、前記風洞部２を通じて第３部屋３
１の天井部３１ａへと排気することができるようになっている。
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【００２６】
　そして、前記低天井室１７に隣接するとともに前記第１部屋１１および第２部屋１２に
面して、中間階２０を含む上階３０に向かう階段１８が設けられている。また、このよう
に階段１８を、前記第１部屋１１および第２部屋１２の共用居住空間に設けることによっ
て、前記玄関部１３と上階３０との行き来をする場合に、前記共用居住空間を必ず通過す
ることになるので、居住者どうしのコミュニケーションの機会を容易に得ることができる
ようになっている。
【００２７】
　次に、本実施の形態の建物Ａの中間階２０は、図４に示すように、前記階段１８を途中
まで上がった踊り場２１に面して、和室２２が設けられている。また、前記踊り場２１か
ら、さらに階段２３上がると階段ホール２４があり、この階段ホール２４を中心に複数の
部屋が設けられている。
【００２８】
　これら複数の部屋のうち、前記階段２３に隣接して中間階低天井室２５が設けられてい
る。この中間階低天井室２５も前記低天井室１７と同様に、その天井高が０．９ｍ～１．
４ｍに設定されており、様々なものを収納するための収納空間となっている。
【００２９】
　また、前記中間階低天井室２５に隣接して洋室２６が設けられており、この洋室２６の
外部にバルコニー２７が設けられている。
【００３０】
　さらに、前記洋室２６とバルコニー２７を通じて行き来でき、かつ前記中間階低天井室
２５に、前記階段ホール２４を介して隣接する位置に、前記第３部屋３１が設けられてい
る。この第３部屋３１は、図１に示すように、吹抜けを備え、中間階２０と上階３０とに
わたる高天井の部屋となっている。また、前記第３部屋３１には、図４に示すように、後
述する第４の部屋に至る階段３１ｂが設けられている。
【００３１】
　次に、本実施の形態の建物Ａの上階３０は、図５に示すように、前記階段ホール２４か
ら階段３３を上がった場所に階段ホール３４が設けられている。また、この階段ホール３
４に面して２階用トイレ３５が設けられている。
【００３２】
　また、前記中間階低天井室２５の上部に、前記階段ホール３４に面して出入り口３６ａ
が設けられた洋室３６が設けられており、この洋室３６はロフト部３６ｂを備えている。
【００３３】
　一方、この洋室３６と対向した位置に出入り口３２ｂが設けられた前記第４部屋３２が
、前記第１部屋１１の上部に位置するようにして設けられている。また、この第４部屋３
２は、上述したように、前記階段３１ｂを通じて前記第３部屋３１と隣接するようにして
設けられている。なお、この第４部屋３２は、前記第１部屋１１の上部に位置するだけで
なく、前記中間階２０の和室２２の上部にも位置しており、前記和室２２の上部にはクロ
ーゼット３２ｃが設けられている。
【００３４】
　また、前記第４部屋３２の天井部３２ａは、前記第３部屋３１の天井部３１ａよりも若
干低い位置に設けられている。さらに、その他の前記中間階２０および上階３０の各部屋
も、前記第３部屋３１に比して天井部が低い位置に設けられている。これにより、前記第
４部屋３２、また前記中間階２０および上階３０の各部屋の天井部付近に溜まった暖かい
空気が、次第に前記第３部屋３１の天井部３１ａ付近に溜まるようになる。
　そして、上端部が外部に連通する前記排気塔３が、前記第３部屋３１の天井部３１ａに
設けられていることによって、この排気塔３の下端部から前記第３部屋３１の天井部３１
ａ付近に溜まった暖かい空気を、前記排気塔３を通じて外部へと排気することが可能とな
る。したがって、自然換気を効率良く行うことができるようになっている。
【００３５】
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　以上のように本実施の形態の建物Ａは、前記第１部屋１１および第２部屋１２を始めと
する複数の部屋を備えた１階１０と、前記第３部屋３１を始めとする複数の部屋を備えた
２階３０と、これら１階１０および２階３０の中間に位置し、複数の部屋を備えた中間階
２０とからなる。
　次に、このような建物Ａに設置された前記風洞部２および排気塔３からなる排気設備１
について詳細に説明する。
【００３６】
　すなわち、前記排気設備１は、前記第１部屋１１の天井部１１ａに設けられ、上端部が
前記第３部屋３１の天井部３１ａに連通する風洞部２と、前記第３部屋３１の天井部３１
ａに設けられ、上端部が外部に連通する排気塔３とからなる。
【００３７】
　ここで、これら風洞部２と排気塔３との位置関係としては、図１に示すように、前記第
３部屋３１の天井部３１ａを介して前記排気塔３の下方に前記風洞部２が設けられた状態
となっている。
　これによって、前記風洞部２から排気塔３へ、延いては外部へと連続的な排気経路を確
保することが可能となる。すなわち、前記第１部屋１１の天井部１１ａに溜まった暖かい
空気が上方の第３部屋３１に向かって排気されやすくなるとともに、第３部屋３１の天井
部３１ａ付近に溜まった暖かい空気が外部へと排気されやすくなるので、自然換気を効率
良く行うことができるようになっている。
【００３８】
　前記風洞部２は、図１に示すように、下端部が前記第１部屋１１の天井部１１ａに設け
られた状態となっており、図４に示すように、本体部は第３部屋３１において前記階段３
１ｂに隣接して設けられている。そして、その上端部は、図１および図５に示すように、
前記第３部屋３１の天井部３１ａに連通している。
【００３９】
　前記排気塔３は、図１に示すように、下端部が前記第３部屋３１の天井部３１ａに設け
られた状態となっており、本体部は小屋裏を通過した状態となっている。そして、その上
端部は屋根４０から突出しており、外部に連通した状態となっている。
　なお、図３に示すように、この排気塔３の周囲に、空気が外部から建物Ａ内へと侵入す
ることを防ぐための外壁３ｃを設けることが望ましい。
【００４０】
　また、図１に示すように、前記第１部屋１１の天井部１１ａと前記風洞部２の下端部と
の間には、空気を流通させるための開口部２ａが設けられているとともに、前記第３部屋
３１の天井部３１ａと前記排気塔３の下端部との間にも、空気を流通させるための開口部
３ａが設けられている。
　このように、それぞれ開口部２ａ、３ａを設けることによって、前記第１部屋１１の天
井部１１ａ付近に溜まった暖かい空気を前記風洞部２へと確実に排気することができると
ともに、前記第３部屋３１の天井部３１ａ付近に溜まった暖かい空気を前記排気塔３へと
確実に排気することができので、前記風洞部２から排気塔３へ、延いては外部へと開放さ
れた排気経路を確保することが可能となり、自然換気を効率良く行うことができるように
なっている。
【００４１】
　また、前記第３部屋３１の天井部３１ａと前記排気塔３の下端部との間に設けられた開
口部３ａには、この開口部３ａを開閉する開閉部材３ｂが設けられた状態となっている。
　そして、このように前記開口部３ａを開閉する開閉部材３ｂを設けることによって、前
記開口部３ａを開いた状態にすると、排気経路が開放されて自然換気を効率良く行うこと
ができ、前記開口部３ａを閉めた状態にすると、排気経路が閉塞されて建物Ａ内の気密性
を向上することができるようになっている。
　すなわち、例えば夏場においては、前記開口部３ａを開いた状態にすることによって、
建物Ａ内の暖かい空気を効率良く排気することができるとともに、冬場においては、前記
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開口部３ａを閉めた状態することによって、建物Ａ内の暖かい空気を逃がさないようにす
ることができるので、居住性の向上を図ることが可能となる。
　また、このように夏場において暖かい空気を効率良く排気することができるとともに、
冬場において建物Ａ内の暖かい空気を逃がさないようにすることができるので、従来とは
異なり、空調機器や換気装置等に係るコストを抑えることが可能となり、その上、多くの
エネルギー消費を抑制することが可能となっている。
【００４２】
　なお、前記開閉部材３ｂとしては、例えば、扉状のものであったり、シャッター状のも
のであったり等、様々な態様の開閉部材３ｂが考えられるが、本発明の趣旨を逸脱しない
範囲で適宜変更可能であることは言うまでもない。
【００４３】
　このような本実施の形態の建物Ａによる自然換気の流れは、図１および図３に示すよう
に、まず、前記１階１０の各部屋で発生した暖かい空気が、１階１０で最も天井の高い前
記第１部屋１１の天井部１１ａ付近に集まって溜まる。これは、暖かい空気がより高い所
へと上昇していく性質を利用したものである。
【００４４】
　この時、図３に示すように、１階１０の前記低天井室１７に地窓１７ｂ等、比較的低い
位置に外部と通じる窓を設けておくことによって、暖かい空気の上昇を助けることができ
るようになっている。すなわち、低い位置から外部の空気が流入してくるので、この外部
からの空気よりも暖かい空気は、より高い位置に上昇するようになっている。これによっ
て、さらに効率良く自然換気を行うことが可能となる。
【００４５】
　次に、図１に示すように、この第１部屋１１の天井部１１ａ付近に溜まった暖かい空気
は前記風洞部２を通じて前記第３部屋３１と流れていく。
　この第３部屋３１には、前記第１部屋１１の天井部１１ａ付近に溜まった暖かい空気だ
けでなく、前記中間階２０および２階３０の各部屋から集まるようになっている。すなわ
ち、前記第３部屋３１が前記中間階２０および２階３０で最も天井が高く設定されている
ことによる。
【００４６】
　そして、前記第３部屋３１の天井部３１ａ付近に溜まった暖かい空気は前記排気塔３を
通じて外部へ排気されるようになっている。このようにして本実施の形態の建物Ａによる
自然換気の流れがスムーズに行われるようになっている。
【００４７】
　なお、その他にも、自然換気を促す方法として、各階の窓を開放したり、自然換気を補
助する方法として、比較的深い軒を設置することによって日射を遮蔽したり、日射熱を外
気に逃がす通気瓦屋根を使用したり等、様々な方法を行うことができる。
　また、冬場においても、前記サンルーム１６から積極的に太陽熱を取り込んだり、建物
Ａの気密性、断熱性を向上させたり等、様々な方法で寒さ対策を行うことができる。
【００４８】
　なお、本実施の形態の建物Ａの間取りは以上のように構成されているが、これに限られ
るものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能であることは言うまでも
ない。
【００４９】
　以上のように、本実施の形態によれば、風洞部２から排気塔３を経て、外部へと連続的
な排気経路を確保することができるので、天井高の高い第１部屋１１の天井部１１ａ付近
に溜まった下階１０の部屋の暖かい空気を、前記風洞部２を通じて上階３０の第３部屋３
１へと排気することが可能となり、天井高の高い前記第３部屋３１の天井部３１ａ付近に
溜まった下階１０の部屋の暖かい空気および上階３０の部屋の暖かい空気を、前記排気塔
３を通じて外部へと排気することが可能となる。したがって、自然換気を効率良く行うこ
とができる。
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　また、夏場において暖かい空気を効率良く排気することができるとともに、冬場におい
て建物Ａ内の暖かい空気を逃がさないようにすることができるので、従来とは異なり、空
調機器や換気装置等に係るコストを抑えることが可能となり、その上、多くのエネルギー
消費を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施形態に係る建物を示す断面図である。
【図２】図１の建物の１階間取りを示す平面図である。
【図３】図１とは異なる方向から見た建物の断面図である。
【図４】図１の建物の中間階間取りを示す平面図である。
【図５】図１の建物の２階間取りを示す平面図である。
【符号の説明】
【００５１】
Ａ　建物
１　排気設備
２　風洞部
３　排気塔
１０　下階（１階）
１１　第１部屋
１２　第２部屋
２０　中間階
３０　上階（２階）
３１　第３部屋
３２　第４部屋

【図２】 【図４】
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